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目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

安全安心なまちづくりのため、自主防犯パトロール団体の活動や区の防犯灯の維持管理に

ついて、積極的・長期的に支援して、防犯活動や防犯対策の促進を図る。また、自分の身の

安全は自分で守るという意識を強くもち、地域と密着しながら防犯意識の高揚を図る。

内容

（手段）

[自主防犯パトロール隊]

・市民が安全で安心な生活ができるように、市民自らが結成する自主防犯パトロール隊の

必要性を呼びかけ、立ち上げ及び継続のための補助を行う。

[防犯灯の設置・維持]

・区が、夜間、地元の路上等で犯罪が発生しないように防止するため、設置し、維持管理す

る防犯灯に対し、当該設置費及び修繕料・電気代の補助を行う。

[防犯対策補助]

・自宅の犯罪被害防止のために設置するセンサーライトなど防犯用品の購入費の補助を行

う。

[青色回転灯装着車による夜間巡回警備委託]

市が警備会社に委託し、市内を月２５日間、２０時から翌日４時までの間、青色回転灯装着

車２台により巡回警備を行う。※２２～２４年度は県の緊急雇用事業により実施、２５年度か

らは一般財源。

[事業者防犯カメラ等設置事業費補助]

市内の店舗の駐車場・共同住宅の駐車場・貸し駐車場に設置される防犯カメラ等に対し補
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市内の店舗の駐車場・共同住宅の駐車場・貸し駐車場に設置される防犯カメラ等に対し補

助を行う。　＜Ｈ25年度実績直接経費の内訳＞

・防犯パトロール活動費補助額　                       7,773,985円

・防犯灯の設置及び維持管理補助 （設置費） 16,309,761円、（維持管理費）  46,447,441円

・防犯対策補助金　                                         2,098,300円

・夜間巡回警備委託　　　　　　　　　　　　　　　　  20,349,000円

・事業者防犯カメラ等補助金　　　　　　　　　　　　11,567,000円

　＜Ｈ26年度予算直接経費の内訳＞

・防犯パトロール活動費補助額　　　　　　　　 　　10,700,000円

・防犯灯の設置及び維持管理補助 （設置費）  20,000,000円、（維持管理費）　56,000,000円

・防犯対策補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3,000,000円

・夜間巡回警備委託　　　　　　　　　　　　　　　　  21,600,000円

・事業者防犯カメラ等補助金　　　　　　　　　　　　10,000,000円
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事業の

達成状況

市内の刑法犯認知件数については減少することができた。これは、市が行っている防

犯補助事業や防犯講座をはじめとする様々な事業や、小牧警察署、関係機関や市内

のボランティア団体などが連携して防犯活動を実施した成果の相乗効果であると考え

られる。
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防犯灯設置数
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実実実実

事業実施におけ

る課題

防犯パトロール団体の立ち上げ数、防犯灯の新設設置灯数や防犯講座の開催回数

などは、目標の数には及ばなかったものの、着実に数を増やしてきている。今後も、

各種事業をよく広報し、目標数を達成できるようにする。
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

引き続き、防犯パトロール団体の未発足地区の団体立ち上げについて努め

ること。

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

防犯の補助事業の一つである事業者への防犯カメラ等設置費補助事業について、補

助率や補助枠の見直しを検証・研究し、見直す予定である。
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２７年度以降

の改善案

防犯補助事業の見直しをし、犯罪発生を抑止するために、より効果的な事業を実施で

きるよう、引き続き検討していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

市内の犯罪発生を抑止するために、今後も、継続的に防犯対策事業を実施する必要

がある。

判定理由

様々な防犯事業が、相互に犯罪抑止の影響を与えているため、事業を縮小・廃止す

ることは、犯罪発生の抑止効果自体を縮小させることにつながると考えられる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

ること。


